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 二刀流 

進路指導主事 幡宮 明  
 

 「二刀流」といえば米大リーグの大谷翔平選手が有名です。昨年はＭＶＰをはじめ数々受賞していま

す。他、北京五輪男子ハーフパイプ金メダリストの平野選手はスノボとスケボー、男子モーグルの原大智

選手はスキーと競輪で活動しています。複数の競技に取り組むことのメリットとして、競技能力の向上や

けがの軽減、燃え尽き症候群の防止が挙げられます。 

さて、３年以内の新規学卒就職者の離職率は高卒で約４割、大卒で約３割です（厚生労働省まとめ）。年

度による違いはありますが、県内特別支援学校では約２割の方が離職しています。もちろん離職理由はマ

イナス要因だけではありません。やりがいや労働条件、給与が良い等、プラスの要因もありますが、最も

多いのが「職場での人間関係」です（約３割）。 

継続して仕事をしている卒業生に共通していえるのは、余暇に楽しみがあることです。仕事を頑張った

ら休日に楽しみがある。休日に好きなことができたので、また仕事を頑張れる。仕事と余暇。健康で生活

するためには両方大切のように思います。学校では働くことだけでなく、余暇の過ごし方や実習期間中の

休日の過ごし方なども学習しています。翌日、仕事に元気に向かえるように、自分なりにリフレッシュす

る方法を見つけてほしいです。 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

しんろだより  
～道～ 

今年度最後の「しんろだより～道～」となりました。１年間ご覧いただき、ありがとうございまし
た。次年度も、進路に関する様々な情報を発信して参りますので、知りたい情報や疑問等がありまし
たら、ぜひ学級担任、進路指導部員までお知らせください。 

 今年度の修了生・卒業生は、幼稚部４

名、高等部３名の計７名です。４月から 

はそれぞれの道に進みます。高等部３年 

生の３名の、４月からの 

目標とメッセージをご紹 

介します。 


